
　

２
０
０
７
年
２
月
８
日
か
ら
９
日
に
か
け

て
、
和
歌
山
県
白
浜
町
で
開
か
れ
た
第　

回
２１

人
権
啓
発
研
究
集
会
に
、
同
推
協
地
域
社
会

部
会
長
の
松
本
元
男
さ
ん
、
教
育
委
員
会
の

松
村
譲
さ
ん
と
３
人
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
人
種
差
別
や
外
国
人

の
人
権
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
阪
市
立
大
学
教
授
、

朴
一
さ
ん
の
「
在
日
外
国
人
の
人
権
に
関
す

る
課
題
と
自
治
体
の
対
応
に
つ
い
て
」、
北
海

道
情
報
大
学
助
教
授
、 

有
道  
出
人 
さ
ん
の

あ
る
ど
う 

で
び
と

「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
オ
ン
リ
ー　

日
本
に
お
け

る
人
種
差
別
」
の
二
つ
の
講
演
が
印
象
に
残

り
ま
す
。

　

朴
さ
ん
か
ら
は
、
在
日
外
国
人
に
対
す
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
や
外
国
籍
住
民
の
地
方
自
治

へ
の
参
加
に
つ
い
て
の
課
題
が
提
起
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
公
務
員
試
験
の
国
籍
条

項
を
定
め
る
法
律
は
な
い
、
自
治
体
の
判
断

で
外
国
人
を
公
務
員
に
採
用
で
き
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

有
道
出
人
さ
ん
の
名
前
は
、
ア
ル
ド
ウ
ィ

ン
ク
ル
・
デ
ビ
ッ
ド
の
当
て
字
で
、
日
本
国
籍

を
取
得
さ
れ
た
日
本
人
で
す
。
北
海
道
に
お

住
ま
い
で
、
日
本
人
社
会
の
中
で
発
見
し
た

外
国
人
差
別
や
不
適
切
な
事
例
を
数
多
く
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
外
国
人
お
断
り
の
入
浴

施
設
、
外
国
人
犯
罪
に
注
意
を
喚
起
す
る
チ

ラ
シ
の
中
で
の
不
適
切
な
表
現
な
ど
で
す
。

詳
し
く
は
、
有
道
さ
ん
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp://www.debito.org

）
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

人
口
減
少
社
会
の
中
で
、
日
本
に
住
む
外

国
人
が
こ
れ
か
ら
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
中
の
人
か
ら
尊
敬
さ

れ
る
日
本
人
に
な
れ
る
よ
う
、
も
っ
と
人
権

感
覚
を
磨
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

こ
の
研
修
を
通
じ
て
思
い
ま
し
た
。

人権のまち  ひの ６

第　

回
人
権
啓
発
研
究
集
会
に
参
加
し
て
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２
０
０
６
年　

月
２
日
・
３
日
に
、
愛
媛
県
松
山
市
で
開
か
れ
た
第

１２

　

回
全
国
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

５８
　

本
大
会
は
、
大
会
応
援
ソ
ン
グ
『
あ
な
た
の
こ
と
ば
で
（
作
詞
・
作

曲　

し
げ
ま
す
よ
し
か
ず
）』
で
始
ま
り
ま
し
た
。
生
き
る
輝
き
を
持

つ
大
切
さ
と
人
と
つ
な
が
り
あ
う
感
動
を
、
や
さ
し
く
、
で
も
力
強
く

私
に
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

特
別
報
告
で
の
龍
神
太
鼓
。
本
気
で
差
別
に
立
ち
向
か
い
、
厳
し

い
差
別
に
対
す
る
怒
り
の
拳
を
バ
チ
に
代
え
、
訴
え
て
き
た
反
差
別

の
願
い
が
、
一
叩
き
、
一
叩
き
ご
と
に
私
の
胸
に
響
き
、
奮
い
立
た
さ

れ
る
よ
う
で
し
た
。

　

特
別
分
科
会
で
は
、『
つ
く
ろ
う　

人
権
文
化
が
輝
く
社
会
を
』
と

い
う
テ
ー
マ
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同

和
教
育
の
充
実
と
発
展
、
人
権
教
育
と
し
て
の
再
構
築
と
は
、
人
権
教

育
の
指
導
方
法
な
ど
の
あ
り
方
に
つ
い
て
な
ど
、
分
か
り
や
す
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

自
分
か
ら
行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ

し
て
そ
れ
は
自
分
自
身
の
生
き
様
を
通
し
て
伝
わ
る
と
い
う
こ
と
、

応
援
ソ
ン
グ
の
歌
詞
に
あ
る
、『
あ
な
た
に
は
あ
な
た
で
な
け
り
ゃ
で

き
な
い
こ
と
が
あ
る
』
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
一
日

で
し
た
。
い
つ
ま
で
も
心
に
置
い
て
日
々
の
生
活
を
送
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

第　

回
全
国
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会

５８
に
参
加
し
て
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身
の
回
り
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
語
り
合
う

　

町
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
で
は
、
日
常
生
活
の

中
に
あ
る
様
々
な
人
権
問
題
に
広
く
目
を
向
け
て
地
域

の
中
で
話
し
合
い
、
人
権
を
大
切
に
し
た
明
る
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
小
地
域
座
談
会
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

今
年
度
は
、
２
０
０
６
年　

月
か
ら
２
０
０
７
年
３

１０

月
ま
で
を
開
催
期
間
と
し
、
各
自
治
会
長
を
班
長
に
、
町

職
員
や
教
育
関
係
者
ら
を
推
進
員
と
し
た　

班
が
地
域

２３

を
訪
れ
て
座
談
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
暮
し
の
中
の
人
権
に
つ
い
て
話

し
ま
せ
ん
か
」。
資
料
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
通
し
て
、
同
和

問
題
を
は
じ
め
、
高
齢
者
や
子
ど
も
、
女
性
に
対
す
る
差

別
な
ど
、
身
の
回
り
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
住
民
ど
う

し
で
思
っ
た
こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

全
自
治
会
で
の
開
催
が
目
標

　

座
談
会
は
、
す
べ
て
の
自
治
会
で
開
か
れ
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
期
間
中
、
座
談
会
が

開
か
れ
た
の
は
、
全　

自
治
会
の
う
ち　

自
治
会
。
昨

５１

３０

年
度
（　

自
治
会
）
に
比
べ
、
開
か
れ
る
回
数
は
多
く

２３

な
っ
て
い
ま
す
が
、
開
か
れ
て
い
な
い
自
治
会
も
多
く
、

今
後
ど
の
よ
う
に
地
域
に
定
着
さ
せ
て
い
く
か
が
大
き

な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

人権のまち  ひの７

２００６年度小地域座談会まとめ
　　

テーマ：
サブテーマ：あなたの人権は守られていますか！

座談会での主な意見

■ビデオを見て分かった気に
なるが、また明日になると分
からない状況になる。繰り返
し学習することが必要。
■みんなが参加できるような
会を研究する必要がある。
■いつの時代でも人間関係は
難しいが、特に今はぎすぎす

・ ・ ・ ・

していると思う。
■自分の中の思い込みはなか
なか変えられない。
■私たちの地域は人と人との
つながりが強く、頼めること、してくれる
ことがうれしい。一番大切なことだと思
う。
■人権について考え、勉強することが同
和問題の根っこにつながると思う。根っ
こは一つだと思う。
■子どもに対して、人間は一人一人、皆が
大切な存在だという教育をしてほしい。
学歴社会に乗っかっていくだけでは人と
しての心は育たないと思う。幸せは人そ
れぞれの感覚による。良い学校、良い会
社に行けばよいというものではない。
■若い人と高齢者が交流する場をどんど
ん作りたい。家族同士で集まって話がで
きる場がもてたら良いと思う。
■近年、高齢者に対する差別・虐待が言わ
れている。こちらが冗談のつもりでなに

げなくいった言葉が相手を傷つける。自
分たちも意識して接する必要がある。
■高齢者問題について。認知症を理解す
ることは難しいことだが、理解する努力
をし、自分を改革していくことが大事。
■自分は一人暮らしをしているが、近所
の人に助けられて過ごしている。近所ど
うしの助け合いのありがたさ、大切さを
感じる。
■子どもの頃から人権学習に取り組むこ
とはとてもよいことだと思う。もっと学
習の機会を増やしてほしい。
■「同和問題は自分たちとは関係ない」と
いう考え方になりがちだが、生まれたと
きからの人権というものを考えていくこ
とで、自分のものとして考えられると思
う。

参加者どうし、日ごろ気になることなど話し合う


